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特集
広がっています! 一人一花運動

一人一花運動では、さまざまな取り組みが進められています！

　福岡市では今年の１月から一人一花運動が始まりました。市民・企業・行政、一人ひとり

が花や緑を育て、公園や歩道、自宅や職場など、福岡市を花と緑でいっぱいにしようという

取り組みです。

　みんなで力を合わせて「フラワーシティ福岡」をつくることで、地域では花づくりを通した

交流が生まれ、国内外から福岡市を訪れる人々に、花や緑を通しておもてなしの気持ちを

伝えることもできます。そして何より、花や緑のあるくらしは、私たちのこころを豊かにして

くれます。「一人一花！」「一企業一花壇！」を合言葉に福岡市を花と緑でいっぱいにしていき

ましょう。

　この特集では、「都心部」、「身近な拠点」、「民有地」の3つで展開が進む取り組みの様子

や制度をお知らせします。ぜひ、皆さんも一緒に始めませんか。

特集
福岡を花と緑でいっぱいに

広がっています!  一人一花運動

169口
157団体

全７区

新たな企業スポンサー花壇 新たに緑のまちづくり協会の
助成金を活用して花づくり活動を
始めた市民団体

区役所花壇のリニューアル

30口
（開始前）

都 心 部

身近な拠点

意識啓発・広報

スポンサー花壇

ボランティア花壇

市民が身近な場所で花を目にしたり、花づくりに取り組める機会や場所を提供

　多くの人が行きかう都心部に花を増やすため、企業からの協賛により
花壇を設置する制度（協賛金により福岡市が花壇を設置・管理）。
　一人一花運動にあわせ、大博・明治・住吉各通りに新たに139口のス
ポンサー様にご協賛いただいています（平成30年7月末現在）。

企業による取り組み
敷地内の花壇づくりや懸垂幕でのPRなど、企業独自の一人一花運動が広がっています。

一人一花ホームページとSNSでの情報発信
　一人一花ホームページをはじめ、フェイスブック、ツイッター、インスタ
グラムなどで最新の情報を発信しています。

　公園や駅前広場など公共空間で、花壇づくりに取り組んでいただける
市民、地域、企業等を募集しています。一人一花運動により新しい花づ
くり団体の登録も増えています。

　市役所や区役所・公園などの公共施設で、市民との共働による花壇
づくり、また区役所での花の展示などを行い、多くの人に花の魅力を伝
えています。

一人一花ステーション
　一人一花運動に気軽に参加していただける無料植え付け体験スペー
スが福岡市植物園にできました。道具や土の使用は無料なので、花苗と
鉢を準備いただくことで手軽に植え付け体験ができます。

一人一花キッズプロジェクト
　小学生が植付体験でつくった作品を空港や駅などに展示。日々の手入れは各施設の管理者が行いました。

公共施設での花づくり

多くの市民や観光客が訪れる都心部で、うるおいのあるおもてなしの景観づくり

民 有 地 市民がくらしの中で一人一花運動に参加し、楽しく花づくりができるよう応援

一人一花運動の情報をSNSをはじめとするさまざまな形で発信

行政

企業 市民

数字で見る一人一花運動こんなに増えました！

131団体
（開始前） ＋ 団体26

＋ 口139

一人一花ホームページ

福岡銀行

ボランティア花壇

一人一花ステーション

スポンサー花壇

検 索

ひとり　ひと はな いち　き ぎょうひと　か　だん

（平成30年7月末現在）

西日本シティ銀行 日本郵便
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大和証券株式会社
福岡支店

〒810-0001  福岡市中央区天神 1-12-5
TEL：092（713）4007
URL：http://www.daiwa.jp/
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スポンサー花壇

　市民や観光客をはじめ多くの人が訪れる都心部に、うるおいを与え、花と緑でおもてなし

をする「スポンサー花壇」が増えています。花壇の維持管理費を企業に協賛いただく仕組み

で、一人一花運動を機に、新たに128企業の花壇が誕生しました（平成30年7月末現在）。

　協賛企業の中から、花壇の管理費用のほか、ボランティア団体の活動費やイベント開催

費などを協賛いただく「プレミアムスポンサー」の皆さまを紹介します。

Pick up!1.都心部での活動

プレミアムスポンサー

プレミアムスポンサーのうち、掲載を希望された
企業のみ紹介しています。

〒810-8607  福岡市中央区渡辺通 3-６-11 
TEL：092（716）2100
URL：https://www.shimz.co.jp/

当社は「子どもたちに誇れるしごと
を。」を企業理念としています。一
人一花運動に共感し、今回参加さ
せていただきました。これからも福
岡のまちがすてきな花で彩られる
ようサポートできればと思います。

市民と事業者、行政が一体となっ
て、福岡市が花と緑でいっぱいに
なるとうれしいです。単なる花壇で
はなく、花壇のある空間に木陰や
ベンチがあり、人が集まる空間が
多くなることを期待しています。

福岡市内に店舗がたくさんあるの
で、福岡市の一人一花運動を応援
し、多くの方に花のすばらしさを
伝えたいと思っています。この運
動を機に花壇や寄せ植えの勉強会
などが増えていけばいいですね。

スポンサー花壇への協賛をきっか
けに、天神は花と緑があふれてい
ると改めて気付くことができまし
た。企業が応援し、街に花が増える
ことで多くの方に一人一花運動を
知ってもらえればと思います。

積水ハウス株式会社
福岡マンション事業部

清水建設株式会社
九州支店

株式会社グッデイ

〒811-1251  筑紫郡那珂川町松木 2-61
TEL：092（952）9980
URL：https://gooday.co.jp/

まちに花や緑があると癒されると
同時に元気が出ます。そのような
花のまちづくりを弊社も微力なが
ら応援しています。福岡を訪れた
人が「花いっぱいのまちだな」と
感じてくれればうれしいですね。株式会社オリズン

〒810-0001  福岡市中央区天神 5-10-11イトーピア天神ビル 2F
TEL：092（761）6062
URL：http://www.horizon-so.jp/

〒810-0001  福岡市中央区天神 1-15-6 綾杉ビル 8F
TEL：092（716）0808
URL：http://www.sekisuihouse.co.jp/gm/fuk/

忙しく人が行き交う天神地区で、
やさしい緑と花のきれいな花壇が
多くの人の目に留まればいいです
ね。今回の協賛を都会と自然が共
存できるまちづくりに役立ててい
ただければと願っています。西武ハウス株式会社

〒810-0072  福岡市中央区長浜 3-16-6
TEL：092（718）0075
URL：https://www.seibuhouse.co.jp/

当社新社屋の前の花壇では、猛暑
の中、色とりどりの花が元気に咲
き、手入れをされている皆様には頭
が下がる思いです。協賛が花のイベ
ント開催、花づくりボランティアの
活動支援につながれば幸いです。

〒812-8518  福岡市博多区住吉 4-1-27 JS博多渡辺ビル
TEL：092（475）5700
URL：http://www.taisei.co.jp/

花や緑にあふれ、人と環境に優し
い都市づくりに共感し、参加したい
と思いました。一人一花運動で福岡
市がさらに魅力的な街になればい
いですね。花のあふれる街を次世
代に繋げていってほしいです。北設備工業株式会社

〒813-0034  福岡市東区多の津 4-18-16
TEL：092（621）1836
URL：https://www.kensetumap.com/company/452452/

美しく住み良い福岡市づくりに協
力ができたらと思い、今回協賛さ
せていただきました。一人一花運動
によって、子どもたちが花にふれる
機会がもっと増えていけばいいな
と思っています。福岡水道協同組合

〒813-0034  福岡市東区多の津 4-18-16
TEL：092（621）0741

大成建設株式会社
九州支店

プレミアムスポ
ンサー

担当の皆さんに
聞きました!

アジサイ・ユリ・コスモス・カラー
サザンカ・センニチコウ・マーガレット
ワスレナグサ・サフラン・ヒマワリ

「あなたが好きな花は？」

都心部に「皆さまの花壇」を
持ちませんか？
問い合わせ先などは
裏表紙をご覧ください。

128企業の花壇が都心部にできています！新たに
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花壇づくりにご協力いただいているスポンサー企業のみなさん

株式会社 オー・エイチ・アイ

※平成30年7月末現在

都心部の4つの通りの
交差点や横断歩道に
新たに128企業※の花壇が
誕生しました。
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緑のコーディネーター

新たに始まった「緑のコーディネーター 一人一花ハッスル事業」

市民が取り組む花づくりのリーダー役

　福岡市緑のまちづくり協会では、今年の７月から「緑のコーディネーター
一人一花ハッスル事業」を始めました。緑コの活動の場を広げることで、

一人一花運動を盛り上げていこうという助成事業です。

　これまで協会では、「花と緑の活動支援事業」として、地域の花づくりや

森づくりをサポートしてきましたが、今回の緑のコーディネーター一人一花

ハッスル事業では、緑コ自らが企画・提案した、花やみどりに関する地域や

企業などとともに行う「活動」を支援するのが狙いです。緑コ指導による地

域の花壇づくりなどのほか、花巡り事業や花マップの制作など、市民の皆さ

んと共に、さまざまな角度から花やみどりに親しめるまちづくり活動の試み

が始まっています。

緑のコーディネーターにご相談ください！
　緑のコーディネーターは、市民の緑化活動を支援する花と緑のアドバイザーです。養成講座を受け、福岡市

のボランティアリーダーとして認定された213人が市内各所で活動しています。
　今年スタートした一人一花運動をうけ、地域の公民館などでは昨年に比べ花や緑に関する講座が増えてい

ます。それに伴い、緑のコーディネーターへの講師依頼も多く、平成29年度は１年間で70件だったものが、
今年度は4か月で52件になりました（平成30年7月末現在）。
　緑のコーディネーター制度は、福岡市独自の「みどりの人材バンク」制度です。

「地域で一人一花運動に参加したい」「公民館で花づくり教室を開催したい」とい

うときには、ぜひ緑のコーディネーター制度を活用してください。

　一人一花運動では、区役所、公園、駅前広場など「身近な拠点」を花でいっぱいにしようと

いう取り組みも進んでいます。花づくりを通して地域コミュニティの輪が広がります。

　そこで、花づくり団体の皆さんとともに活躍しているのが、緑のコーディネーター（緑コ）。

花や緑のアドバイザーとして、地域の花づくりをリードする様子を紹介します。

まがりふち
平成30年度で休校する曲渕小学校の児童・卒業生・地域に呼
びかけ、アジサイの花言葉「家族・地域の結びつき」のとおり、
地域や後輩に残せる花を挿し木から育てます。

次郎丸中学校女子バレー部アジサイプロジェクト
校章に込められているのは「ふくよかで花の香りに満ちるが如
く、豊かで美しい中学校であるように祈りを込める」との思い。
学校の環境づくりで、アジサイの咲きみだれる学校にします。

一人一花華しるべミカサ会
早良区役所１階で、いけ花、花・緑に関する展示を毎週
行っています（区役所繁忙期の９月・３月は除く）。

緑のコーディネーター制度を利用するには？

病院の花壇づくりをお手伝い

「一人一花運動に参加したい」、「花づくりをやってみたい」という方は、
緑コの制度を利用してみませんか？（上記をご参照ください） 
また、助成制度もあります。詳しくは14ページをご覧ください。

実施内容が決まったら、
緑のまちづくり協会へ

紹介依頼

〈ご依頼者〉
緑のコーディネーターと

直接連絡、
正式に活動依頼

〈ご依頼者〉
ご要望や依頼内容に適した
緑のコーディネーター

をご紹介

〈緑のまちづくり協会〉

※緑のコーディネーターの活動時に、交通費や材料費などが必要となる場合、ご依頼者の負担となります。活動内容により講師
への謝礼金が必要な場合もありますので、あらかじめご了承ください。

依頼内容が決まっていない場合でも、まずはお気軽にご相談ください。

緑のコーディネーター
による

指導・講座開始

Pick up!

緑コによる花や緑の活動を応援！

２.身近な拠点での活動

緑コ制度を利用して
一人一花運動に
ご参加ください!

病院での
チャレンジ
緑コが活躍!

　　　福岡市西区姪の浜にある早良病院は、大正時代に開院し、約100年
の歴史をもつ、地域に根ざした医療機関です。このほど、地域の人により親しまれる病

院づくりの一環として花壇をつくることになり、緑のまちづくり協会に「花壇づくりを指

導してほしい」と依頼が来ました。

　７月上旬、緑のまちづくり協会から２人の緑コをご紹介し、職員の皆さんと共に草
取り、土づくり、植え込みを行いました。土や花苗に初めてふれた方が多かったものの、

皆さんは花壇づくりを楽しんだ様子。作業開始から１時間半ほどで植え込みが終わ

り、ブロックの縁取りがかわいらしい円形花壇が完成。「チームさわら

花壇」のプレートも添えられました。

　今後は敷地内に花壇をもっと増やす予定で、住民の皆さんや近隣の高

校にも参加を呼びかけて花壇ボランティアを立ち上げたいとか。病院内

には花や緑にくわしい職員がいないため、四季を通じた花壇づくりはもち

ろん、花づくり団体の運営など、緑のコーディネーターが多岐に渡るアド

バイザーとして、花づくり、人づくりを応援していきます。

始めたい

あなたに
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花づくり・花壇づくりハンドブック

これからチャレンジしたい人におすすめ！

　これから一人一花運動に参加したい方は、『花づくりハンド

ブック』や『花壇づくりハンドブック』をご利用ください。土づく

り、花の育て方、花壇や寄せ植えのデザインなど、分かりやすく

充実した内容です。緑のまちづくり協会ホームページからダウン

ロードして、ぜひチャレンジしてみてください。

福岡市緑のまちづくり協会ホームページ

https://www.midorimachi.jp/book/

　「自宅や職場に花を植えるスペースがない」、「花づくり活動に参加するのはむずかしいけれど、花のまちづくりを

応援したい」という方は、「一人一花ファンド」をご利用ください。

　緑のまちづくり協会のホームページ（https://www.midorimachi.jp/about/kikin.html）で一口500円から
寄付ができます（クレジットカード払い）。お寄せいただいた寄付は、次のことに使わせていただきます。

ヒャクニチソウの観察シート

● 市民団体が行う花づくり
● 福岡市が行う花づくり

● 問い合わせ／（公財）福岡市緑のまちづくり協会　みどり課　☎092（822）5832

寄付で応援

※写真はイメージです。種類はお選びいただけませんので、ご了承ください。

「５口以上　１袋プレゼント」

「10口以上　２袋プレゼント」

Myタネチャレンジ！

みんなでタネから育ててみよう！
　一人一花運動の取り組みはさまざまですが、ご自宅などで気軽に参加してもらおうと始

まったのが「一人一花Myタネ（蒔いたね）チャレンジ！」。タネから花を育ててもらう試みです。

　市立小中学校などでは、夏休みに向け、全児童・生徒にヒャクニチソウとマツバボタンのタ

ネが配られました。育て方については、コツを分かりやすくまとめた「一人一花Myタネチャレ

ンジ！シート」が緑のまちづくり協会ホームページからダウンロードでき、初めてでも楽しみな

がら育てられるようになっています（ヒャクニチソウ、マツバボタンのシートを公開中）。

Pick up!3.民有地での活動

寄付いただいた口数に応じて、花のタネをお届けします

特集
広がっています! 一人一花運動

緑のまちづくり協会は皆さまの取り組みを支援します
　福岡市緑のまちづくり協会では、これまで皆様方からいただいた都市緑化基金への寄付、その運用益お

よび当協会事業の収益を財源として、花や緑を増やすために緑化活動団体の支援や緑化助成、花や緑に

親しんでいただくためのイベントやコンテスト実施、さらに緑のコーディネーターとともに、花と緑の良さ

を知っていただくための講座などさまざまな事業を行ってまいりました。　詳しくは17ページへ

　これからも、一人一花運動をさらに広め、皆様とともに、花や緑を育て、福岡市が彩りと潤いにあふれ、

おもてなしと豊かな心が育まれるまちとなるよう取り組んでまいります。

特集
広がっています! 一人一花運動
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● みどりの講座講師
● 地域の花壇づくり指導

● 自然観察会ガイド
● 森の保全活動のアドバイス

● 花や緑のアドバイザー
● 緑化イベントのサポート　など

緑のコーディネーターとは、市の認定を受け、福岡の緑化推進のための活動を行う人です。現在213人が、各自の得意
分野を生かし福岡市内で活躍しています。協会が窓口となり、依頼に適したコーディネーターを紹介しています。

緑のコーディネーターの養成・紹介・派遣を行っています

　福岡市東区の箱崎公園入口には、ウェルカムガーデン

ともいえる花壇があります。手入れをしているのは「ふくお

か花と緑の連絡会（はなのれん）」の皆さん。代表を務める

のは、緑のコーディネーター６期生の田中節子さんです。
　月に1度の作業日には田中さんが中心となってデザイ
ンを考え、草取りや植え替えなどメンバーと共に花壇づく

りに励んでいます。田中さんの明るい人柄もあって、作業

は楽しくにぎやかに進み、公園にやって来る人からも、

「いつもきれいな花をありがとう！」と、声が掛かります。

花壇はもちろん、田中さんたち会の皆さんが日頃から地

域で親しまれていることが分かります。

　田中さんが緑のコーディネーターとして始動したのは今

から５年前。忙しかった仕事に区切りがつき、時間ができ
たことから、地域のために何かできないかと模索していた

ころでした。市政だよりを見て、緑のコーディネーターに

よる体験講座に参加したところ、講師を務めていた先輩

コーディネーターに憧れて一念発起し、養成講座を受講

したというわけです。

　修了後は東区の６期生の仲間たちと「はなのれん」を
結成し、精力的に活動しています。さらに花壇や育苗につ

いてもっと学びたいと、東区、博多区、中央区の花づくり

団体に所属。その数は６つに及ぶそうです。

６つの花づくり団体で活動

　田中さんの活動のもう一つの柱は講座の講師です。所

属する「はなのれん」には、花壇活動にとどまらず講座講

師や自然観察会のガイドなどとしても活躍するメンバーが

揃っているとか。現在、田中さんも寄せ植えやハーバリウ

ムなど、幅広い講座で講師を務めています。

　緑のコーディネーターの皆さんは、長年、花とみどりに

親しんできた人が多いなか、田中さんはすべてが５年前か
らのスタートでした。「昔からいろいろなことに興味をも

つ性格でした。花とみどりに関して遅咲きだった分、いい

ものはどんどん取り入れたい」と話すように、フラワーアレ

ンジメントをはじめさまざまなものを５年間で学び、講
師を務めるまでになったのです。「実はカルチャースクー

ルの先生になりたかった」という長年の夢も、田中さんの

やる気をうまく後押しし、好奇心と向上心を原動力に幅

広いフィールドで活躍しています。

遅咲きだから、もっと吸収したい

　田中さんが講師として出向く先には、デイサービスなど

の高齢者福祉施設があります。これは介護福祉士として

働いた経験と、ケアマネジャーの資格も持つ田中さんの

キャリアを生かしたもの。高齢者やスタッフへの接し方な

どは、やはりかつての現場での経験が生きてきます。

　施設での講座は材料費に限りがあるため準備は大変で

すが、田中さんのことを心待ちにしている皆さんが「楽し

かった！」と笑顔を見せてくれることが、何よりの喜びとか。

　「すべては『笑顔』をいただくためにやっているようなも

のです。私は緑のコーディネーターになれて、本当にしあ

わせです。活動を通じて、これまでは知り合う機会がな

かった大学の先生と会えたり、いろいろな話が聞けて学

べるのが何よりも楽しい。緑のコーディネーターとしての

活動は私の世界を大きく広げてくれました」と、花やみどり

を通したさまざまな交流を心から楽しんでいる様子です。

　「今は花づくりや講座講師と、幅広く活動していますが、

今後大切にしていきたいのは、やはり生きた花やみどりと

触れ合うこと。それが私自身の心の豊かさにつながると

感じているからです。私が所属している花づくり団体は、

高齢化などにより担い手が不足しているところもあるの

で、できる限り自分が動いて、精一杯サポートしていきた

い」。自分の足元だけでなく、緑のコーディネーターや花

づくり団体全体を見通して、エネルギッシュに、そして楽し

く前向きに、田中さんの活動はこれからも続きます。

すべては「笑顔」のために

　今回は東区箱崎公園の花壇をホームグラウンドに、

６つの花づくり団体に所属し、フラワーアレンジメントや
寄せ植え講座の講師も務めるなど、エネルギッシュに

活動する田中節子さんを紹介します。

田中 節子さん（６期生）

「やってみたい」「もっと知りたい」が原動力

福岡市緑のまちづくり協会では

緑のコーディネーターの活動

花壇中央にはアガパンサスなどの宿根草を植え、周りには季節
の花を配置。花壇デザインは、田中さんによるもの

この日は有機石灰をまいて土壌を整え、ポーチュラカや大輪マ
ツバボタンなどを植えました

田中さんのハーバリウム講座。この日の受講者は30人、大盛況
でした

「ふくおか花と緑の連絡会（はなのれん）」の皆さん

問い合わせ　（公財）福岡市緑のまちづくり協会　みどり課　　TEL　092-822-5832

緑のコーディネータ
ーさんを

紹介します
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花壇にはたくさんの季節の花が咲いています

新しいまちを花とみどりでいっぱいに

いろいろなことを決め過ぎない

花苗をきっかけに広がる交流

　福岡市南区柏原は油山に近く、花畑園芸公園をはじ

め緑豊かな環境が自慢の住宅街です。校区の小中学校

のほか、福岡県立柏陵高校もある文教エリアになってい

ます。

　「柏原園芸クラブ」は、大型の集合住宅「デュオ柏原」

の住民有志が自分たちのまちを花とみどりでいっぱいに

しようと約20年前に立ち上げました。
　マンションが12棟も並ぶ広い敷地内や沿道には多く
の花壇がありますが、手入れをするのは園芸クラブのメン

バーだけではありません。年に数回行われる一斉清掃の

ときには、多くの住民も参加して、地域全体で花のある

暮らしを楽しんでいます。このように作業の担い手も多く

なったことから、クラブではマンションの外にも活動範

囲を広げ、現在は「柏陵高校入口」交差点付近の花壇で

四季折々の花を育てています。

　クラブのメンバーは５人。定例活動日はあえて設け
ず、前月に仕事の都合などを考慮して活動日を決め、月に

１、２回、水やりや草取り、補植などを行っています。リー
ダーの河野満帥三さんは「細かいルールを作りすぎず、

『できる人ができるときにやる』というスタイルが、私た

ちには合っているようです」と話します。

　柏原園芸クラブの花壇をのぞいてみると、広い敷地に

はたくさんの種類の花が植えられています。作り込みす

ぎていないため自然体で、季節ごとに豊かな表情が楽し

めます。以前はきっちりとデザインしていた時期もあった

そうですが、このやり方に落ち着いたきっかけは、意外な

ところにありました。

　「あるときメンバー以外の地域の人に手伝ってもらった

ところ、園芸にくわしくない人が作業したからでしょう、

花の選び方や植え方がバラバラになってしまいました。

『これは失敗したな…』と思ったのですが、花が育つに

つれ意外に良くなってくるというか、新鮮に見えてきたの

です。新しい発見でした」と河野さん。活動日を決めない

ことからも分かるように、柔軟性のある活動方針が、の

びのびとした花壇を作っているようです。

　また、無理のないペースであっても、「デュオ柏原」か

ら始まった活動は地域にしっかりと根付き、柏原地区の

花と緑あふれるまちづくりに貢献したことから、平成20
年には第19回「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表
彰を受賞しました。

　柏原園芸クラブでは花づくりのほか、育苗にも力を入

れていて、現在、約５00～600ポットの苗を種から育て
ています。経費を抑えるために始めた取り組みでしたが、

「小さな芽が育っていく様子を見るのは、本当に楽しい」

と、今では育苗そのものを楽しんでいる様子です。

　育てた苗は自分たちの花壇に植えるだけでなく、近く

の障害者福祉施設に届けたり、柏原地区で花づくりをし

ている別の町内会に分けたりと、花の苗を通してあたた

かな交流が広がっています。

　「地域に花があるとうれしい効果があるんですよ。植え

替え時期などで花がない花壇にはポイ捨てや犬のフン

などが見られるのですが、花が咲くとそれがなくなる」

と、河野さん。クラブの活動はまちにうるおいを与えるだ

けでなく、環境美化にも一役買っているようです。

　クラブでは今後、花壇をエリアで区切る「担当制」に

チャレンジしたいとか。「自分が担当する区画ができる

と、手入れにもさらに熱が入るのではないでしょうか。そ

うすることで、もっといい花壇にしていきたい」と、河野

さんは期待を寄せています。

緑の活動支援事業
市民の皆さんで結成された団体が自主的に取り組む緑化活動を育成・支援する事業です。
緑の普及啓発、地域の環境改善、地域コミュニティーづくりなどを目的としています。

問い合わせ　（公財）福岡市緑のまちづくり協会　みどり課　　TEL　092-822-5832

地域の花づくり 地域の森づくり
市内にある公共用地や空地などにおいて花壇づくりを行う
活動で、花壇などの面積が10㎡以上のもの。

市内にある樹林地などの保全管理を行う活動で、活動区域
の面積が300㎡以上のもの。

認定後5年間／年間１㎡あたり2,000円　上限20万円
認定後6年目以降／年間１㎡あたり1,000円　上限10万円

助
成
金

認定後5年間　上限20万円
認定後6年目以降　上限10万円

助
成
金

地域の花づくり
活動団体紹介

「柏原園芸クラブ」
ゆるやかなルールづくりが長続きのコツ

スーパーマーケットに隣接している花壇は多くの人の目を楽しませています

花壇には水場がないため近くの公園から車などで運んできた水
をタンクに貯めて使います

春にはパンジー、初夏にはアジサイと、季節ごとに美しい花が
楽しめます

河野会長（後列左端）と柏原園芸クラブの皆さん。ときには
地域の仲間も手伝いに来てくれます

かわ の  ま  す  み
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　花と緑のまちづくり賞は、花と緑によるうるおいのある美しいまちづくりを推進するため、
花と緑のまちづくり活動に顕著な功績のあった団体を表彰するものです。平成３０年７月３１日
に審査委員会を開催し、本年度の受賞団体が決定しました。

花と緑のまちづくり賞

受賞団体決定 !

第16回

審査委員会による書類審査の様子 審査委員会による現地審査の様子

総
評

審査委員長　和田 博幸
公益財団法人日本花の会

花と緑の研究所 主幹研究員・
樹木医

　近年の夏の異常高温や乾燥、冬には暖冬かと思えば異常降雪があったりして、皆さん

が取り組んでおられる花壇づくりにおいても大きな影響が出て、日 ご々苦労されているこ

とと思います。その姿を想像すると、頭の下がる思いがします。

　このような時こそ、身近なみどりは大切な存在です。花壇づくりの一つ一つの環境に

及ぼす効果は、公園に茂る何本もの樹木と比較すると小さなものかもしれません。しか

し、花壇づくりに自分の意志で関わるということが重要で、その意志を持つ人が増えれ

ば、身近な所にきれいな花壇が増え、これに啓発されて地域の環境保全に関心を示す人

も増えるのではないかと思います。そのためには花壇活動は楽しく、長続きさせないとい

けません。市民ボランティアの花壇づくりは「苦も無く、楽しく、美しく」を目指します。

　今回受賞された「エコ・ガーデンと愉快な仲間たち」の花壇は、梅林緑地の樹木と相まって花壇の花々が町のいい

アクセントになっていました。活動が成熟して生活化しているいい見本といえます。もう一つの「花の仲間たち」の活

動は、病院という特殊な場所で、メンバーの花壇への思いが込められ、その総体が患者や医療関係者、お見舞いに来

られた方などへ、花で癒しを感じられるものになっていました。

　受賞された団体の皆さんには、これからも花と緑の市民活動の模範として活躍されることを期待しています。

エコ・ガーデンと愉快な仲間たちのみなさん

作業風景 夏花壇

緑地を綺麗に！費用をかけず、
広い花壇を花いっぱいに！

●活動場所／梅林緑地　１１７㎡
●結成／平成21年
●会員数／31人
●活動頻度／植替え…２回/年、草取り…随時、
　水やり…随時
●活動の目的／森と湖に囲まれた西南杜の湖畔公園の
オープンを契機に活動を開始。梅林３丁目の緑豊か
な梅林緑地に花壇を作ることで彩りを添えている。
この活動を将来につなげることで、美しい、ゴミのな
い、犯罪のない町づくりに寄与し、地域への愛着を
深める土壌を育む事を目的として活動している。

　花壇に植栽する花の種類は、丈夫である、花期が長い、安価

である、日照条件、乾燥条件など、花壇の場所の環境を考えて

毎年試行錯誤しながら選択されています。

　また、校区内の花づくり団体と共働で講習会、地下鉄駅や区

役所でのパネル展示、花壇見学会を開催、宿根草を挿し木や株

分けして交換するなど、校区全体で緑や花のあるまちづくりにも

取り組んでいます。成熟した地域活動によるバランスがとれた無

理のない花壇活動が高く評価されました。

エコ・ガーデンと愉快な仲間たち

花の仲間たちのみなさん

作業風景 春花壇

年中花の絶えない、
元気をもらえる癒しの花壇

　規模の大きな花壇には多品種が植栽され、年間を通して花が

絶えないよう工夫して管理されており、メンバーの技術力の平均

値が高いことが花壇に現れています。

　花壇はブロックごとの担当制で管理されているにも関わらず、

患者さん、お見舞いに来た人、病院関係者など、みんなを癒した

いという目的が会員に共有されているため統一感が保たれてい

ます。造園工事などの図面でデザインされた花壇と対極にある、

市民ボランティアならではのデザインの花壇が、がんセンターとい

う場所で多くの方の「癒し」となっている点が評価されました。

花の仲間たち
評価された点

評価された点

●活動場所／九州がんセンター　３２０㎡
●結成／平成14年
●会員数／20人
●活動頻度／２回/月（植替え…２回/年、草取り…随
時、水やり…随時）
●活動の目的／九州がんセンターから緑のまちづくり
協会に花植えの要請があり、新聞で参加者を募集
し、応募者によるワークショップが開かれ、「花の
仲間たち」が誕生した。
　　入院患者とその家族、お見舞いの方、病院関係
者、地域の方とさまざまな人に季節を感じてもら
い、親しみやすく、元気が出るような花壇づくりを
目指して活動している。
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都市緑化などの推進

街路樹などの維持管理

東平尾公園の管理・運営（指定管理）

緑のまちづくり協会駐車場・公園などにおける便益施設管理運営

舞鶴公園の管理・運営（指定管理）

市民活動団体が自主的に取り組む緑化活動を支援して
います。

緑化活動団体を支援

緑に親しむイベントやコンテストの開催など

緑のコーディネーターによる体験講座や
自然観察会の開催

都市緑化基金の運営

調査研究

情報誌『まちとみどり』の発行

緑化助成

市民共働による緑のまちづくりを推進するために、緑の
コーディネーター養成講座を修了した方を対象に緑の
コーディネーターとして市が認定した方々で、緑化活動
のリーダーや体験講座の講師などで活躍しています。

緑のコーディネーターの養成・紹介・派遣

地域の森づくり活動団体 地域の花づくり活動団体

街路樹診断 夜間立会の様子

講師の派遣 養成講座（座学）
博多の森陸上競技場

香椎参道駐車場花壇駐車場

詳しくはHP

公園自動販売機 福岡市動物園売店

競技場の芝生管理
（レベルファイブスタジアム）

イベント開催
（福岡城藤まつり）

バラを楽しむ（市民センター） 自然観察会（舞鶴公園）

グリッピキャンペーン2017
（舞鶴公園）

一人一花スプリングフェス
（警固公園）

花づくりハンドブック・
花壇づくりハンドブックの制作

福岡城さくらまつり（舞鶴公園） 花と緑のまちかど写真コンテスト

緑のコーディネーターとは

●活動費を助成しています

●グリッピキャンペーン

地域の森づくり：市内にある樹林地などの保全管理を行
う団体（活動区域面積が300㎡以上）に助成金を交付。
年間　上限20万円（認定後５年間）
　　　上限10万円（認定後６年目以降）
地域の花づくり：市内にある公共用地などにおいて花壇づく
りを行う団体（花壇などの面積が10㎡以上）に助成金を交付。
年間　１㎡あたり2,000円　上限20万円（認定後５年間）
　　　１㎡あたり1,000円　上限10万円（認定後６年目以降）

緑のまちづくり協会では福岡市が花と緑あふれるまちとなるように花や緑に関する様々な事業を行っています。

毎年10月に都市緑化啓発イベントを開催。緑のまちづく
り協会が事務局をしています。

●収益事業について
緑のまちづくり協会では、駐車場や、公園便益施設などの管理運営を行い、都市機能の増進、および公園利用者の利便を
図るとともに、その収益金を都市緑化推進事業の財源として活用しています。

日ごろ入ることができない
選手ロッカールームやスタ
ンドの舞台裏など、リニュー
アルしたレベルファイブス
タジアムを見学。ウォーミ
ングアップ場で選手気分を
体験したり、芝生の管理作
業も見ることができます。

●紹介・派遣
緑のまちづくり協会は、市から依頼を受け、花壇づくりや
樹木ガイド、花やみどりに関する体験講座などの講師とし
て依頼に適したコーディネーターを紹介しています。

●養成講座の実施
緑に関する一定の知識・技術がある方を対象に、緑の
コーディネーター養成講座全10回を実施しています（講
座は隔年開催）。

緑あふれる街並みの形成を目的として、道路から見える民有
地緑化に助成します。

都市緑化に関する調査研究を行っています。

●福博花しるべガーデニングショー

●福岡城さくらまつり

●花と緑のまちかど写真コンテスト、花と緑のまちづくり賞

４月に警固公園で開催される緑化啓発イベントを共催。

舞鶴公園で開催される福岡城さくらまつりを共催。

助成対象
６m

幅員４m以上の道路

助成
対象外

駐車場
緑化 地被植物

（一年性植物を除く）

生垣

壁面緑化

単木

バックヤードツアー
今年の秋、舞鶴公園西広
場にバーベキュー場がオー
プン！
場所だけ借りて食材やドリ
ンクは持ち込みOK。食材
付きプランもあるので、手
ぶらで来てもバーベキュー
が楽しめます。

舞鶴公園でバーベキュー
9月20日OPEN !

危険箇所の応急作業街路樹を守るスタッフ

NEW!! NEW!!

街路樹維持管理の設計・監督、市民要望対応、巡回点検、応急作業などにより、街路樹を健全に育成・管理するとともに、
道路空間における市民の安全を確保するための業務を行っています。

検 索レベスタバックヤードツアー

緑化の啓発を目的に、緑のまちづくり協会が実施する
コンテスト。

https://green-magic-maizuru.jp/
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〒814-0001 福岡市早良区百道浜 2-3-26
福岡タワーセンタービル２F

TEL 092-822-5832　 FAX 092-822-5848 　 

協会本部事務所 舞鶴公園管理事務所東平尾公園管理事務所

〒812-0852 福岡市博多区東平尾公園2-1-2
（陸上競技場入口）

TEL 092-611-1515　 FAX 092-611-8988

〒810-0043 福岡市中央区城内 1-4
（陸上競技場入口）

TEL 092-781-2153　 FAX 092-715-7590

www.midorimachi.jp

福岡タワー

百道浜
小学校前

マリゾン入口

福岡都市高速環状
線

協会オフィス

志免町総合
スポーツ公園

レベルファイブ
スタジアム 博多の森

陸上競技場

総合プール

テニス競技場45

68

福
岡
空
港

24
管理事務所 大濠公園地下

鉄空
港線

赤坂

557

国体道路
31

唐人町 大濠公園

舞鶴公園
平和台陸上競技場

管理事務所

202

花と緑につつまれたまちづくりを支える

基金のしくみ

市民・
企業団体

緑化助成事業
（民有地緑化の助成）

寄付・募金 運用利息等※

※福岡市都市緑化基金の運用から生ずる収益金および目標額を超える寄付金等

詳しくは緑のまちづくり協会ホームページをご覧ください。

・道路境界から6mの
　範囲内の緑化に対す
　る助成

緑の活動支援事業
（緑化活動団体の支援）

・地域の森づくり助成
・地域の花づくり助成
　　　　　　　　　等

都市緑化の普及啓発

・花と緑のまちづくり賞
・花と緑のまちかど写真コンテスト
・グリッピキャンペーン
・広報物発行等

福岡市都市
緑化基金

都市緑化
推進事業

福岡市都市緑化基金
福岡市都市緑化基金は、（公財）福岡市緑のまちづくり協会が運営母体となり、
市民のみなさまや民間企業からいただいた寄付金を積み立て、その運用利息等
を利用して、都市の緑化を進めるための基金です。

基金の運用利息等を財源として民有地の緑化を推進するために、次の事業に取
り組んでいます。

基金の募金箱は福岡市植物園、福岡市情報プラザ（福岡市役所１F）などに設置
しています。みなさまのご協力をお願いします。

福岡市では、市民や企業・行政が力を合わせ、花と緑を育てることで、まちが
彩や潤いにあふれ、誰もが福岡に親しみや愛着を持ち、豊かな心が育まれる
一人一花運動の一環として、歩道や中央分離帯などに、花を植え、街を彩る
ために協賛いただけるスポンサー企業を募集して
おります。
興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

寄付金の
税控除について

募金についての
お申し込み・ご相談は

「福岡市都市緑化基金」に対する寄付には、所得税、福岡市の個人住民税で、
寄付をした翌年の寄付金税額控除の適用が受けられます。
（手続きなど、詳しくは、お気軽にご相談ください）

（公財）福岡市緑のまちづくり協会　みどり課　企画推進係

TEL：092-822-5832

基金で取り組む事業

寄付・募金のお願い

スポンサー花壇事業のご案内
福岡都心部に「皆さまの花壇」を持ちませんか？

【問い合わせ】
　福岡市みどり推進課  ☎092-711-4424

検 索福岡市 スポンサー花壇


